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令和４年

８月６日（土）鳴滝集落高瀬さん宅横の田んぼで、
東屋の東さんに教えていただきながら、地域の方、

小・中学生一緒にそばの種まきをしました。当日は朝
から雨が降りそうなムシムシとした天気でした。大人
が種をまく筋を鍬で引く内に種をまく子ども達は、慣
れたもので、あっという間に追いついてしまいまし

た。蒔いた後、両足で軽く土を種の上にかける作業も
だんだん上手になり、汗だくになりながらもあっとい

う間に終わってしまいました。解散した後雨が降り、
そば作りにおいて天敵は長雨と聞いていたのでとても

不安でしたが、すぐに芽が出て現在は元気に育ってい
ます。１０月下旬から１１月上旬にそば刈りをしま
す。しっかりたくさんの実をつけて育ってほしいです
ね。

そば種まき体験 地域学校

８月９日（火）に日貫公民館研修室におい
て、邑南町議会意見交換会が開催されました。
議会から３名の議員が来られ、日々の暮らしの
中で困っていることや疑問に思っていることな

ど、様々な質問に対してお答えいただいたり、
提案していただいたりと、活発な意見交換がな

されました。どんな小さなことでも困っている
ときには、とりあえず声を出して話をしてみる
こと、相談してみることは大切だと思いまし

た。いろいろな意見を聞くことができてよかっ
たと思いました。ありがとうございました。

邑南町議会意見交換 親子アマゴ釣り体験

日貫地区自治協総務部主催で親子アマゴ

釣り体験が開催されました。初めての方や
釣り道具を持っていない方も安心して参加
できる釣り体験で、日貫川ではなかなか釣
れなかったのですが、今回は釣り堀だった

ので、参加した子どもたちはみんな釣るこ
とができ、釣るときの引きを楽しんでいま

した。釣った魚は炭で焼いておいしくいた
だきました。糸が絡まってもつれて困った

子どもの糸を外してあげたり、助け合う姿
も見られました。



令和４年７月末現在

日貫地区（人口と世帯数）

男 １９７人（－１人）

女 ２２３人（－２人）

合計 ４２３人（－３人）

世帯数 ２０１世帯（－１戸）

高齢者比率 ５４．２９％

＊（ ）内は前月比

８・９月の予定
９／ ３日（土）リーダー研修

５日（月）ヨガ教室

1８日（月）しまね家庭の日

１９日（火）食育の日

２０日（水）オレンジカフェ

毎週火曜日 運動教室

公民館事業で写真を撮影し、公民館だより

で使用したり、ケーブルテレビ等の取材が入る

場合がありますが、ご了承ください。

日貫のお地蔵さん
日貫のお地蔵さんを紹介します。（第三回）

○ヒシネ地蔵 花ノ木 大明神裏

弘法大師像 昭和４年１０月 福川小市建立
昔から皮膚病、出来物に霊効があり、中でも
ヒシネに効めがあるといわれている。

公民館からのお礼

ひのしろ会の皆様、地域の方に
公民館まわりの草刈り、草よせ
をしていただきました。
紙面を借りてお礼申し上げま
す。ありがとうございました。

石見町文化財シリーズ 1 「野の仏」より

日貫の投稿写真コーナー

日貫のいい風景がありましたら、日貫

公民館までお願いします。”写真撮り

にきてほしい。”でもかまいません。

お待ちしています。
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日貫に伝わる盆踊り
夏の夜は戸外で過ごしやすく、夜は羞恥心を和らげて踊る

習慣があり、その中から愛や恋が芽生えていった。（中略）
日貫では真言宗や禅宗の施餓鬼に踊っていたが、後に浄土宗
の宝光寺で守り継ぎ、新盆の家々でも踊っていた。盆踊り
は、最初に「はんや踊り」で刻を待ち、人数が増えると「口
説き踊り」に移り、「口説き踊り」は西日本でも広く行われ
る。

日貫郷土芸能保存会「里の響き」より

今年もコロナ感染拡大の恐れがあるた
め、残念ながら盆踊りが中止となりまし
たので、盆踊りについて載せています。
日貫にとって大切な伝統行事ですね。 吉原集落で咲いたひまわりです。花言葉は「憧れ」


